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要旨 

本研究は、大学図書館におけるサービスが留学生にとって使いやすいものかどうかを調

査し、その結果を多文化サービスの視点から分析、考察したものである。その目的は、留

学生が大学図書館のサービスを享受できるように、図書館における言語支援体制を検討す

ることにある。 
第 1 章では、「多文化サービス」の名称の由来、多文化サービスの発展経緯、多文化サ

ービスの定義、日本における多文化サービスに分け、多文化サービスの背景について述べ

た。 
第 2 章では、先行研究を日本の大学図書館における留学生へのサービス、大学図書館に

おける留学生の利用状況、大学図書館に対する留学生の要望、日本の大学図書館における

多文化サービスに分類し、整理した。 
第3章では、関東地方にあるA国立大学において2回実施した質問紙調査結果を分析し、

考察を行った。 
1 回目の調査では、①留学生の図書館利用状況と図書館にたいする要望、②図書館利用

状況に関する日本人学生と留学生の比較を調査し、2 回目の調査では、①留学生の図書館

サービスの利用状況と日本語サポートに対する要望、②留学生の本科学生と研究科学生の

図書館利用状況に関する比較の調査をした。 
この 2 回の質問紙調査により、(1)自国の本や新聞を増やすこと、(2)論文や情報の探し

方を説明してもらうこと、(3)母語による利用案内、（4）漢字に振り仮名を振ること、(5)

カンウター職員によるわかりやすい日本語の使用が、留学生が図書館に望むサービスであ

ることがわかった。 
第 4 章で、前述の 5 点を検討し、母語によるサービス、わかりやすい日本語による対応

の面から、留学生にとっての図書館の多文化サービスについて論じる。 
わかりやすい日本語による対応については、松岡（2009）とロング（1997）の先行研究

をもとに検討した結果図書館での共通語を日本語とすることは、大学図書館における多文

化サービスの観点から妥当だと考えた。 
第 5 章で、資料の提供以外の図書館の支援として、留学生に対するガイダンスの工夫・

充実、留学生がよく利用する箇所の利用案内の充実、留学生が享受できていない図書館サ

ービスの PR と PR 方法の工夫などについて考え、これらの工夫を図書館における日本語支

援と捉らえることを提案した。 
また、今後の課題としては、留学生の使用している日本語を分析し、留学生に的確なわ

かりやすい日本語とは何かを検討していくことが必要と考える。 
 
現在、大学図書館は、インターネットを介したグローバル化による変化を感じている。

瞬時に情報を得、伝えることが可能となり、留学生は e-mail による母国の指導教官・同僚・

家族との情報交換も行っている。研究室の端末から、自館と他大学や他機関の蔵書検索が

可能である。反面、図書館に足を運んでの利用は少なくなってきているのが現状である。 
これからの留学生に対する図書館サービスは、このような状況の変化を視野にいれた日

本語支援が必要であると考える。 
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